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街全体をキャンパスと捉え、地域と連携する大学

通学路（約2.2km）も含めた学生の
積極的な社会参加の場を創出

廃校跡地に教育寮を計画し、地域連携
と中心市街地活性化を図る

新県立大学は、現県短期大学敷地の「三輪キャンパス」【校舎棟】と、中心市街地にあって統廃合された小学校
跡地の「後町キャンパス」【教育寮・地域連携施設】により構成される。２つの敷地にキャンパスを一体的に計
画することで、通学路も含めた学生の積極的な社会参加の場を創出し、低炭素のまちづくりに向けた契機とする。

長野県長野市

三輪キャンパス【校舎】
・延べ面積：17,392㎡
・地上４階、地下１階

後町キャンパス【教育寮】
・延べ面積：6,792㎡
・地上４階

学びの場の記憶を継承し、県内の
人材育成や地域振興の拠点とする

信州の気候･風土にふさわしい「サステナブルキャンパス」
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気候特性を活かし環境統合技術を効果的に組み合わせた、地域のエコ・モデルプロジェクト

三輪キャンパス【校舎】



教育効果が高く、自然を取込むミチ・イエからなるキャンパス
教室･研究室等からなる「専有部ユニット」を分散配置し、それらをつなぐ「キャンパスコモン」
で構成し、キャンパスコモンは気候に応じた環境制御機能をもつ共用空間とする

講義室や研究室などの専有部からなる学部学
科のまとまりのあるユニット。ゾーニングや既
存建物との関係に応じて配置する

専有部ユニット（イエ）

イエとイエをつなぐ共用空間。水平・垂直につ
ながる一体的な空間で、自学自習やグループ
学習など「学びの見える化」や学生・教員の自
然な交流を生む学生生活の中心的な場所

キャンパスコモン（ミチ）

県短期大学の施設で、利用可能な既存建物
はキャンパスと一体的に整備

既存建物の活用

キャンパスコモン

イエユニット イエユニット イエユニット

コモン空間を中心に、運用時エネルギー消費の最小化を目指す
「キャンパスコモン」は季節に応じた環境制御ができ、自然採光や自然通風、太陽熱・地中熱
利用の床輻射冷暖房を組合わせた、自然エネルギーを積極的に活用する快適な空間とする



意匠・構造・環境計画を融合した「ハイブリッド・スキン」

外周にコンクリート躯体を集中させ
耐震壁を市松状に配置しブレース
効果を持たせ全ての地震力を負担。
構造的工夫により資材量を削減。

プラン自由度を高め、将来の
改編に対応できる、柱の少
ないフレキシブルな空間

熱負荷抑制と自然採光の
ﾊﾞﾗﾝｽがよく、均斉度を高
める開口率３0％の縦長窓

外周ＲＣと外断熱を組合わせ
ることで、夏季ナイトパージ
の躯体蓄熱に有効利用

鉄骨 柱梁
（ユニット内）

ＳＲＣ架構
・耐震壁

+
外断熱

外 殻 構 造

鉄骨梁

イエユニット構成イメージ

フレキシブルな平面

外殻構造＋市松耐震壁

適度な開口率と形状 外断熱と躯体超寿命化

イエユニット平面

分散配置されたイエユニット

ＲＣ外殻構造・外断熱の専有部ユニット（イエ）は、意匠･環境･構造計画を最適に組み合わせ
たスキンとし、建設･運用時の省CO2や躯体長寿命化、フレキシビリティ向上に寄与する

一般的なSRC造の校舎に比べ、コンクリートや鉄筋などの資材量
を抑え、建設時の代表的な資材量によるCO2排出量を14.4%削減

適材適所の木材活用により、県産材アピールと産業振興に寄与
エントランスキャノピー 木３方枠

木複合断熱ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

視線調整ルーバー

木製ルーバー

木複合断熱ﾌﾙｵｰﾌﾟﾝｻｯｼ

フローリング

リブ壁（ラーニングホール）造作家具

吹抜け幕板

ｲｴﾕﾆｯﾄ内３方枠

外装 食堂

コモン ｴﾝﾄﾗﾝｽ

木毛セメント板



新技術の材料を採用して経過を検証（耐朽性）

「リビング・ラボラトリー」キャンパス自体が実践教育の場

施工中のエコ見学会

県産木材を活用した外装材長野県の「知の拠点」として、環境教育の実
践により産学官・地域をつなぎ、協働の取り
組みを起していく核とする。

↓

県民・学生・地域住民等へ積極的に啓蒙を行い
環境意識を高めていく。

↓

地域課題解決型授業の一環とした教育を行ない、
グローバルな視野をもって環境問題などの地域

課題に取組むリーダーを育成

開学までの２年間＝新県立大や県の環境
PR・ブランディング醸成期間

・施工中のエコ見学会の開催
・webや広報での工事状況の発信

キャンパスを生きた教材とする環境教育
・内外装への県産建材の使用
・気候、風土を活かした環境建築、地産地消ｴﾈﾙｷﾞｰ
・学生が施設のエネルギー利用状況を閲覧
・ｷｬﾝﾊﾟｽｺﾓﾝの省エネ効果を実測・ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

住まいながら、学び考える「教育寮・地域連携施設」

既存樹木の保存活用
市街地の希少な樹木の保存
都市環境と住民の記憶の継承

外断熱工法
断熱性能の向上と住民アンケート

外断熱効果を検証し県内施設へ普及

ヒートポンプ給湯
ピークシフト制御のキャンパス
統合管理にてピーク電力削減

Low‐e複層ガラス+断熱サッシ
高断熱・遮熱の複層ガラス+断熱サッシを
採用。年間を通じ快適な室内空間を維持

エコ活動の情報発信
地域開放施設にﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞを設置
し両ｷｬﾝﾊﾟｽの省エネ活動をアピール

後町キャンパス【教育寮・地域連携施設】

初学年全員が一年間入寮する学生寮は、居住施設にふさわしい建築・設備計画とし、学生が
身近にエコを実感し考える場となる



地域と連携し、環境情報の発信と生涯教育を実践する教育寮

デジタルサイネージ
大学と地域を結ぶ“インターフェース”として、大学施設
の電力使用状況や大学・県のエコ取り組み情報を発信

サイネージ画面のイメージ

市民と寮生が共有するメインエントランス

地域連携施設入口 教育寮入口

長野駅近くの市街地で、観光資源である善光寺の参道に近接する立地を活かし、寮生のみならず、地域連携
施設を訪れる地域住民や県内外の来訪者に対して、省CO2活動や将来展望などの取り組みを広くアピールする

“環境先進県”長野のノウハウを自然エネルギー普及へ活用
郊外の大学（三輪キャンパス）と市街地の教育寮（後町キャンパス）をIT活用により一体管理
して省CO2化を図る。見える化・見せる化でまちの低炭素化を先導する。




